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異型クロイツ  ブ病  
リンパ器官から中枢神経系へのPrPScの神軽便襲に関す  
る細胞の要件を明らかにするために、共焦点顕微鏡を用  
いて、正常およぴPrPSc経口投与後マウスのバイエル  
板、腸間膜リンパ節および脾巌内の神経支配について調  
べた。前臨床プリオン感染マウスではPrPSc蓄積細胞（濾  
胞樹状細胞）の神経支配Iまなく、T細胞ゾーンと細胞輸送  
領域で神経線経とPrPSc伝達細胞（樹状細胞）の接触が  
見られた。プリオンの神経侵製過穫に樹状細胞が関与す  
る可能性が初めて示された。  

2007；451：1057－  Virchows Arch  1065  
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結果、TSE疾患の臨床症状と脳の空砲化という徴候を示  
すがPrPScのレベルが低いかもしくはイムノブロット法で  
は検出されない動物の脳組織内に、高力価のTSE感染性  
が存在しうることが明らかとなった。この結果はPrPScの  
レベルと蜃染価との聞の相関性に疑問を投げかけるもの  
であり、プ白テアーゼK抵抗性のPrPをほとんどもしくは全  
く含まない組織が感染性となりうること、および高力価の  
TSE感染性を有しうることを示すものである。  

異型クロイツ  
フェルトヤコ  
ブ病  

J8io】Chem2007；  

282：35878－35886  
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性およぴヒトでの表現型を調べた。BASEウシ由来の脳ホ  
モジネートを、ヒトプリオン蛋白を発現するトランスジェニッ  
ク（Tg）マウスに接種したところ、60％が2ひ－22ケ月後に感染  

し、古典的BSEに関する報告より高い感染率であった。  
BASE感染ヒト化Tgマウス脳における病因性プリオンのア  
イソフォームは、元のウシ8ASEまたは孤発性ヒトプリオン  
病のものとは異なっていた。またBASEプリオンはリンパ  
嗜好性であった。  

異型クロイツ  
フェルトヤコ  

ブ病  
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にvCJDおよぴscJD症例由来のプリオンを脳内または腹  
腔内投与し、脳および牌厳における感染効率および表現  
型を調べた。脳内接種によるvCJD伝播は脳内でvCJDま  
たはsCJD様プリオンを増殖させたが、脾臓では必ず  
vcJDプリオンが増殖した。腹腔内投与後は神経侵襲は  
不十分で、無症候性の感染が起こり、脾臓でのvCJDプリ  
オンの安定した上昇が一生続いた。   

異型クロイツ  
フェルトヤコ  

ブ病  

PLoS ONE2008：3： e1419  
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Canadjan F00d InspectionAgen¢y 2008年4月16日  

年12月9日に約3ケ月半の疾病後、処分されたEast  
CentralAJbertaのウシは、予備試験ではBSE陰性であっ  
たが、詳しい検査の結果、8SE陽性と確定された。当瞼牛  
は1994年3月15日生まれのヘレフオード牛で、死亡時165  
月齢であった。当該農場で出生し、外に出たことはなかっ  
た。出生コホートおよび飼料コホートが実施された。本症  
例はカナダでは2頭目の非定型BSEであった。   
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2008年2月26日、CFIAはAJbertaの6歳の乳牛をBSEと確  
定した。カナダで12頭目のBSE牛である。どの部位もヒト  
食料または飼料システムに入っていない。当牧牛は2001  
年12月21日生まれであった。匡l際ガイドラインに基づいた  
疫学的調査を実施中である。  
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結果、TSE疾患の臨床症状と脳の空砲化という徴候を示  
すがPrPScのレベルが低いかもしくはイムノブロット法で  
は検出されない動物の脳組織内に、高力価のTSE感染性  
が存在しうることが明らかとなった。この結果はPrPSGの  
レベルと感染価との間の相関性に疑問を投げかけるもの  
であり、プロテアーゼK抵抗性のPrPをほとんどもしくは全  
く含まない組織が感染性となりうること、および高力価の  
TSE感染性を有しうることを示すものである。  

異型クロイツ  
フェルトヤコ  

ブ病  

JBioIChem2007：  

282：35878－35886  

オーストラリアで一人のドナーから臓器移植を受けた3例  
が移植後4－6週後に死亡した。他のいかなる方法でも原  
因不明であったが、2例のレシピエントの移植肝および腎  
から得られたRNAを偏りのない迅速シークエンシングで解  
析することにより、リンハ1生脈絡髄膜炎に関係する新規の  
アレナウイルスが原因であることが明らかとなった。レシ  
ピエントの腎、肝、血液および脳脊髄液からこのウイルス  
が検出され、また免疫組織学的および血清学的に確認さ  
れた。この方法は病原体発見の強力な手段である。   

7汚；稽醇蕗葡‾ 膜炎  NEngIJMed2008；  
358：991－998  
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遺伝子型Aまたは遺伝子型  B型肝炎  最小感染王を求めるために、   Transfusjon2008；  
48：286－294 CのH8Vを含む急性期前の接種株をチンパンジーに接種  

したところ、最小5肌テン′くンジー感染主（CID50）は各々  

約10コピーと推定された。最低感染量を接種したテン／くン  
ジーにおけるHBVDNAウィンドウ期は遺伝子型Aでは  
55－76日、遺伝子型Cでは35－50日、HBsAgウィンドウ期  
は遺伝子型Aでは69－97日、遺伝子型Cでは50－64日で  
あった。またHBVDNAダブリングタイムは遺伝子型Cの方  
が遺伝子型Aに鱒べ有意に短かった。  

2004年1月1日－2006年12月31日に腎移植（241名）また  

は肝移植（86名）を受けた患者の移植時の抗HEVIgG保  
有率は、各々14．5％または10．4％であった。この内、肝移植  

を受けた3名、腎移植を受けた9名、腎臓と藤臓の移植を  
受けた2名の計14名で急性HEV感染を同定したが、全員  
血清HEVRNA犠牲であり、内8名が慢性肝炎となった。移  
植から診断までの時間は短く、慢性肝炎に進展した患者  
ではリンパ球数並びにCD2、CD3およぴCD4T細胞数が  
有意に低かった。  

メルケル細胞癌（MCC）検体をdig心付ansc巾tome  
subtraction法を用いて検査し、新種のポリオーマウイルス  
を同定し、メルケル細胞ポリオーマウイルス（MCVまたは  
MCPyV）と命名した。このウイルスはMCC腫瘍10検体中8  
例（80％）で検出されたが、対照組織検体では59例中5例  
（8％L対照皮膚組織検体では25例中4例（16％）でしか検出  
されなかった。MCVがMCCの病原因子である可能性が示  
唆された。  

盲塑訴項…‾‾…  
NEnglJMed2008； 358：81ト・817  

ヒトポリオーマ ウイルス感染  S（：ien¢e2008；319： 1096－1100  
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来2倍となった。原因病原体のAnaplasma  
phagoc甚OPh仙mによる血液の安全リスクを調査するた  
め、間接免疫蛍光法を用いてコネチカット州及びマサ  
チューセッツ州の血液ドナーのA．phagocytophilurnに対す  
るヒトIgG抗体を測定した。その結果、2001年から2006年  
に採取された15．828ドナー血清中432例（2．7％）が抗体陽  

性であった。比鼓的高い陽性率が持続していることから、  
A．phagocytophilumの血液安全性に及ぼす影響を調べる  
必要がある。  

ヒツジのリコンビナントPrP仲岬）のヒツジにおける血液ク  
リアランスならびにスクレイピー関連フィフリル（SAF）辞注  

後のPrPresへの曝露について調べた。rPrPのARR変異  
型は、VRQ変異型よりもより早く除去された。また、PrPG  
のARR変異型のクリアランスがVRQ変異型のクリアランス  
よりも大きいことが示唆された。rPrPの血策グノアランス  

は、両腎臓摘出後は52％減少し、rPrP除去に腎臓が重要  
であることが示された。PrPresはSAF静注後は緩やかに  
除去された。   
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ブ病  
Transfusion2008； 48：609－619  



Saffoldウイルスに関連するカルジオウイ  カナダにおいて   ウイルス感染  EmergInfectDi＄  
2008：14：834－836  ルス分離株が呼吸器症状を有する3名の子供からの■咽  

頭吸引物から検出された。Canl12051－06分離株のポリプ  
ロティン配列は、Sa仔oldウイルスと91．2％のアミノ酸同一性  

を有した。しかし、ウイルス表面のEF及びCDのループは、  
かなり異なっていた。  

由正常症南方7蒔襟元行抗う誠5亨i‡再王茄6石茸丁再だ‾  

ボリビアのCochabamba付近で発生した。1死亡例から検  
体を入手し、患者血清検体から非細胞障害性ウイルスを し 
単離、アレナウイルスと同定した。RT－PCR分析、並び  
にS及びLRNAセグメント配列の解析の結果、このウイル  
スはサビアウイルスに最も近縁であるが、新規のウイル  
スであることが示された。我々はこのウイルスをChapare  
ウイルスと命名することを提案する。   

2008年3月下旬、中国Anhui省Fuyang市で未就学児3名が  
重症の肺炎と急激な悪化により死亡し、4月中旬までに15  
名の小児が同様の疾患で死亡した。調査の結果、エンテ  
ロウイルス71による手足口病と確定された。同市では、3  
月1日から5月9日の聞に、6．049例報告され、353例が重  
篤で、22例が死亡した（致死率0．4，り。患者数は、4月の初  
めに増加し始めて、4月28日にピークに達し、5月5日以後  
減少した。   

ウイルス感染  PLoS Pathogens  
2008：4：elOOOO47  

ウイルス感染  WHO RepresetatJVe  
Office in China 
2008年5月19日  
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ブタの肺  デンマーク  製造工程  ドゥ球菌感  2003年オランダで、Smalパルスフィールドゲル電気泳動  
でタイピング不可能な新規のメチシリン耐性黄色ブドウ球  
菌（NT－MRSA）が出現した。ケースコントロール試鹸の結  
果、NT－MRSAのキャリアはブタまたはウシ飼育農家に多  
かった。またNT－MRSAは新規のクローン複合体ST398に  
属していた。2002年にはヒトにおけるNT－MRSÅは肪で  
あったが、2006年には同国の全MRSAの20，i以上がNT－  
MRSAによるものであった。動物宿主由来のMRSÅがヒト  
に感染したものと考えられる。  

2007：13：1834－  EmerglnfectDis  1839  

ヘパリンナト リウム   ヲF弓球菌感‾‾ 染  80282に同じ  ヘパリンナトリウム注射液  EmergInfectDis  
2007：13：1834－  

1839  

弓元プラー■■‾ イ、ニュー ジーランド   
異型クロイツ  
フェルトヤコ  

ブ病  

Virchows Arch  
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1065  
リンパ器官から中枢神経系へのPrPS¢の神経侵襲に閲す  

る細胞の要件を明らかにするために、共焦点顕微餞を用  
いて、正常およぴPrPSc経口投与後マウスのバイエル  
板、腸間膜リンパ節および牌腋内の神経支配について調  
べた。前臨床プリオン感染マウスではPrPSc蓄積細胞（濾  
胞樹状細胞）の神経支配lまなく、T細胞ゾーンと細胞輸送  
領域で神経線経とPrPS¢伝達細胞（樹状細胞）の接触が  

見られた。プリオンの神経侵襲過程に樹状細胞が関与す  
る可能性が初めて示された。  

異型クロイツ  
フェルトヤコ  

ブ病  

トランスジェニックマウス（101LUを用いた惑染蔭実験面  

結果、TSE疾患の臨床症状と脳の空胞化という徴侯を示  
すがPrPScのレベルが低いかもしくはイムノブロット法で  

は検出されない動物の脳組織内に、高力価のTSE感染性  
が存在しうることが明らかとなった。この結果はPrPScの  
レベルと感染価との間の相関性に疑問を投げかけるもの  
であり、プロテアーゼK抵抗性のPrPをほとんどもしくは全  
く含まない組織が感染性となりうること、および高力価の  
TSE感染性を有しうることを示すものである。  

非典型的BSE株のlつであるBASE（またはBSE－L）の感染  

JBi01Chem2007；  

282ニ35878－35886  

異型クロイツ  
フェルトヤコ  

ブ病  

JViroIpubJished  
online on 30 
Januaけ2008  

性およぴヒトでの表現型を調べた。BASEウシ由来の脳ホ  
モジネートを、ヒトプリオン蛋白を発現するトランスジェニツ  
ク（Tg）マウスに接種したところ、60％が20－22ケ月後に感染  
し、古典的BSEに関する報告より高い感染率であった。  
BASE感染ヒト化Tgマウス脳における病因性プリオンのア  

イソフォームは、元のウシ8ASEまたは孤発性ヒトプリオン  
病のものとは異なっていた。またBASEプリオンはリンパ  
嗜好性であった。   
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リオン蛋白を過剰発現するトランスジェニックマウス  
フェルトヤコ  

異型クロイツ  ブ病  
PLoSONE2008：3：  
e1419   にvCJDおよぴscJD症例由来のプリオンを脳内または腹  

腔内投与し、脳および牌臓における感染効率および表現  
型を調べた。脳内接種によるvCJD伝播は脳内でvCJDま  
たはsCJD様プリオンを増殖させたが、腫脹では必ず  
vcJDプリオンが増殖した。腹腔内投与後は神経侵凱ま  
不十分で、無症候性の感染が起こり、脾鹿でのvCJDプリ  
オンの安定した上昇が一生続いた。  

ヘパリンナト リウム  へ′引ノンナトリウム注射液  

至誠ラ草i≡涌だ迂嘉葡萄貰頭書Cテ；滋斎勇糎お鳥フジ‾■  

フルエンザ感染患者は、患者であった息子との濃厚な接  
触により感染したものであり、ウイルスの変異は認められ  
ていない。しかし、息子と父親はいずれも死亡した家禽と  
の接触がないため、息子の感染源は明らかになっていな  
い。息子は11月24日に発症し、12月2日に死亡し、父親は  
12月3日に発症したが回復した。ヒト用トリインフルエンザ  

ワクチンは臨床夏式験Pha＄eIIの段階にある。  

石斎藤直宥  
Ⅷ因子  

ヒト血液  
日本  蔦才シテ花王ジ ザ  ChinaView．  

www．chinaview．cn  

2008－0卜10  

オーストラリアで一人のドナtから臓器移植を受けた3例  
が移植後4－6週後に死亡した。他のいかなる方法でも原  
因不明であったが、2例のレシピエントの移植肝および腎  
から得られたRNAを偏りのない迅速シークエンシングで解  
析することにより、リンハ○性脈絡髄膜炎に関係する新規の  
アレナウイルスが原因であることが明らかとなった。レシ  
ピエントの腎、肝、血液および脳脊髄液からこのウイルス  
が検出され、また免疫組織学的および血清学的に確認さ  
れた。この方法は病原体発見の強力な手段である。  

三文タ）万だ育亡くモ：1ニフド真備大鹿高著茄言募蕗ぎ  
れたレプトスピラは、Javanica血清群型に分類される新し  
い血清型で、Arenalと命名された。同じ地区の重症患者  
から分離された株も同じ血清型であったことから、この株  
は、この地域に流行する新規の高病原性の血清型である  
と考えられた。   

リンハ自性脈絡髄 膜炎  

10．1056／NEJMoaO7  
N Eng】JMed2008； 358  3785  

レプトスピラ症  tnfect Genet Evo1  

2008，doi：10．1016  
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ムRIファー  

富士フイル  マ  
テクネチウム大凝集人血清アルブミン  
（99mTc）  

テクネチウ  
ム大凝集人  
血清アルブ  
ミン（99mT  

c）  

ウイルス感染  出血熱症例の小さな流行が、2003年12月と2004年1月に  
ボリビアのCochabamba付近で発生した。1死亡例から検  
体を入手し、患者血清検体から非細胞障害性ウイルスを  
単離し、アレナウイルスと同定した。RT－PCR分析、並び  
にS及びLRNAセグメント配列の解析の結果、このウイル  
スはサビアウイルスに最も近縁であるが、新規のウイル  
スであることが示された。我々はこのウイルスをChapare  
ウイルスと命名することを提案する。  

PLoS Pathogens 
2008：4：elOOOO47  

‾  
百折指感官  定期的に輸血を受けるサラセミア患者で、TorqueTeno  JMedViro12008；  

80：365－371  扇ms（TTV）の有無を調べたところ、2－20歳の患者の約  
10％（118名中12名）が¶Ⅴ陰性であった。フェリテン、AST  
およびALT値はTTV陽性群より陰性群の方が低かった。  
TTV一日CV共感染群ではフェリテンおよぴALT値がTTV単  
独感染群より高かった。輸血による高頻度かつ継続的な  
m感染はサラセミア患者における肝機能障害と相関す  
ることが示唆された。  

ウイルス感染  SimianFoamyVirus（SFV）感染した男性7名を長期間追  
跡調査した。男性は非ヒト霊長類と接触する敏美であっ  
た。男性の全ての末梢血単核球（PBMC）からプロウイルス  
DNAが検出され、口腔や尿生殖検体から検出されること  
もあった。長期間（中央値20年）の性的曝露にかかわらず  
妻たちは陰性であった。特異的な臨床症状は報告されな  
かった。限定的な追跡調査であるためSFV関連疾患やヒ  
トヒト感染を特定できなかった。  

AJDS Res Hum  

Retroviruses2007：  
23：1330－1337  

ウエストナイル  
ウイルス  

中央ヨーロッパにおけるウエストナイルウイルス（WNV）の  
JMedViro12008：  

80：557－563  潜在的脅威を調べた。ドイツ人供血看1朋37名由来の検  
体中0．03％が抗WNV陽性であった。ドイツ人9976名由来の  
検体をWNVNAT法を用いてWNV－RNAの有無を調べた結  
果、全て陰性であった。米国由来血兼プールではWNV－  
RNAがしばしば検出されたが、ヨーロッパやアジア由来の  
プールからは検出されなかった。また、血菜製剤製造過  
程のウイルス不活化によリWNVに関する安全性は保旺さ  
れることが明らかとなった。  

バベシア症  
米国コネチカット州での輸血による8abesiami¢rO厄感染の  

Bl00d2007；110： 853  危険性を評価するため、2004－2007年に収集されたドナー  
とレシピエントの保存検体を検査した。その結果、45回の  
赤血球輸血を受けていた患者1例でBabesiamicro厄感染  

が確認されたが、血清検体陽性のドナーを特定すること  
はできなかった。危険性は1920回の赤血球輸血で0例ま  
たは1例と計算された。   
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ディスク  
ノボノル  ファーマ  

有効成分  アルファ（活性型）（遺伝子  該当しない  

型）（遺伝子  

ルフア（活性  租換え）  

アルファ（活  

性型）（遺伝  

子組換え）  

血液凝固第  
Ⅸ因子複合  
体  

オーストラリアで一人のドナーから臓器移植を受けた3例  
が移植後4－6週後に死亡した。他のいかなる方法でも原  
因不明であったが、2例のレシピエントの移植肝および腎  
から得られたRNAを偏りのない迅速シークエンシングで解  
析することにより、リンハ’性脈絡髄膜炎に関係する新規の  
アレナウイルスが原因であることが明らかとなった。レシ  
ピエントの腎、肝、血液および脳脊髄液からこのウイルス  
が検出され、また免疫組織学的および血清学的に確認さ  
れた。この方法は病原体発見の強力な手段である。  

リンハ○性脈絡髄 膜炎  NEnglJMed2008：  

10．1056／NEJMoaO7  358  3785  

ウイルス感染  
‾  

白石葡壷葡石荊ぎな護符扇モこう誠5軒宣膏甚面前苺丁再だ  

ボリビアのCochabamba付近で発生した。1死亡例から検  
体を入手し、患者血清検体から非細胞障害性ウイルスを  
草紙し、アレナウイルスと同定した。RT－PCR分析、並び  
にS及びLRNAセグメント配列の解析の結果、このウイル  
スはサビアウイルスに最も近縁であるが、新規のウイル  
スであることが示された。我々はこのウイルスをChapare  
ウイルスと命名することを提案する。  

PLoSPa仙ogens  

2008：4：elOOOO47  

boston．com2008年 5月13日  筋；確粛絡葡‾ 膜炎  2008年5月12日の保健当局発表によると、ボストンの病院  
で検出が難しいウイルスに感染したドナーから腎臓を移  
植された70歳女性が死亡し、57歳男性が危篤である。ド  
ナーと患者2名の検体をCDCが検査したところ、全員、リ  
ンパ球性脈絡髄腐炎ウイルス（LCMV）膀性であり、ドナー  
からの伝播であったことが確認された。移櫨附こはエイズ  
ウイルス、肝炎ウイルスなどの検査は行ったが、LCMVの  
検査は行っていなかった。   

鳥インフルエン ザ  ヒト下垂体  
性性腺刺激  
ホルモン  

中国  2008年1月10日、中国保健局は、最近、江蘇省で発生し  

た52歳男性の鳥インフルエンザ感染は、患者であった息  
子との濃厚な接触により感染したものであり、ウイルスの  
変異は認められていないと確定した。しかし、息子と父親  
はいずれも死亡した家禽との接触がないため、息子の感  
染源は明らかになっていない。息子は11月24日に発症  
し、12月2日に死亡し、父親は12月3日に発症したが回復  
した。   

ProMED－  

maiは0080110．0134  の尿抽出物  
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から始まったウガン  CDCとウガンダ保健省は、2007年8月   エボラ出血  CDC2008年1月8日  

ダ西部に位置するBundibugYO地区におけるエボラ出血熱  

のアウトブレイクを報告した。2008年1月3日までに148人  
が罷患し、37人が死亡した。患者検体の遺伝子解析によ  
り、既知の4つのエボラウイルス株と異なる、新たなウイル  
ス株である可能性が示唆された。確定には更なる研究が  
必要である。  

運動失調や記憶障害などを呈し、発症後14ケ月で死亡し  

た患者（39歳女性）の剖検を行ったところ、白箕の広汎な  
変性と皮質および白質におけるPrP沈着を示す非定型孤  
発性CJDであった。小脳組織由来のPrPScを分子分析し  
た結果、VCJDでみられるPrPSc4型と似た新規のPrPSc  
であることが示された。典型的vCJDとはEDTA存在下で  
のプロテアーゼ開裂部位が異なった。この患者のPRNPコ  
ドン129はホモ／くリンであった。  

異型クロイツ  フェルトヤコ ブ病 ．  
Arch NeuroL2007：  

64：1780－1784  

ペルーIquitos地域のラットから新規のレプトスピラを同定  

し、”Leptospiralicerasiae”serovarvari”aLと名づけた。同  
地域の急性レプトスピラ症患者の30％で同レプトスピラに  

対するMAT抗体が高力価で検出されたが、ペルーの他の  
地域では7，もであった。この新規のレプトスビラ種はアマゾ  
ンの生物学的多様性を反映しており、ペルーアマゾンに  
おけるレプトスピラ症の重要な原因と考えられる。  

iフヲ指ピ亨症‾  
PLoSNeglTropDis  
2008：2：e213  

出血熱症例の小さな流行が、2003年12月と2004年1月に  
ボリビアのCochabarnba付近で発生した。1死亡例から検  
休を入手し、患者血清検体から非細胞障害性ウイルスを  
単離し、アレナウイルスと同定した。RT－PCR分析、並び  
にS及びLRNAセグメント配列の解析の結果、このウイル  
スはサビアウイルスに最も近縁であるが、新規のウイル  
スであることが示された。我々はこのウイルスをChapare  
ウイルスと命名することを提案する。   

ち才フじ天啓築‾‾  
PLoSPathogen  
2008；4：elOOOO47  
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細菌感染  第82回 日本感染  
症学会総会 099  
2008年4月17－18日  

平成17－19年度に国内医療機関より検査依頼のあったヒ  
ト刺唆マダニについて病原体検索を行った。その緒果、52  
症例54個体中3例で寄生マダニよりボレリアDNAが検出さ  
れた。Borreliav8laisiana近縁種による世界で初めてのラ  
イム病症例を見出した。また、新しいボレリア感染症  
Southern七ck－aSSOCiatedrashillnessが国内のキチマダ  
ニによって媒介される可能性を初めて示した。  

異型クロイツ  
フェルトヤコ  
ブ病  

米国で、小腸のBu止ittリンパ腫で化学療法を受けた後、  
同種腐帯血移植を受けた6歳の男児が移植5ケ月後に致  

死性の高進行性脳症を発症した。剖検により脳内の海線  
状変化が明らかとなり、多くの臨床経過所見がTSEと一致  
していた。生前および死後の検査では病因を特定できな  
かった。化学療法や抗ウイルス療法による後天性ミトコン  
ドリア病である可能性は除外できなかったご同種造血幹  
細胞移植後の海綿状脳症の初めての報告である・。  

PediatrTransp［ant  
2008；12：95－98  

亨豆古着‾‾‾…  WHO2008年5月1 日  
中国におけるエンテロウイルス：2008年4月29日現在、中  
国で乳幼児におけるエンテロウイルス（EV－71）による手足  
口病が死亡20例を含む1884症例報告されている。死亡20  
例はAnhui省Fuyang市である。死亡例は全てEV－71感染  
による神経原性肺水腫のような重症の合併症により死亡  
した。全症例の死亡率は3月10－31日は11％であったが、4  
月17－29日には0．2別こ減少した。  

√  

葡訴盲許  
性性腺刺激  
ホルモン  

中国  
蔦才ララ7仁王ジ ザ  

－■■■■■■■■■■■■■■■■■－－－－－－－－－－■■－－－－－－－－－－－一一－－－－－－－－－－－－－－－■■■■■■■■＝■■■●■●■  

80299に同じ  ProMED－  

mai120080110，0134  の尿抽出物   

エボラ出血  
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80299に同じ  

異型クロイツ  
フェルト・ヤコ  

ブ病   

‾  
1ニヲF天2亨痘  

■■■●●■－－－■■■■■－■■t■■－－－－－－－－t－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－t－●■■■■■■■■●■■  

80299に同じ  ArchNeuro12007；  
64：1780－1784  

‾■●■■■■■■■■一一■■■■●■一■－●－－－－－－－－－一一－■－－■－－－－－－－●■－■－－－－－－一一■－■■●■■■●－■  

80299に同じ  PLoSNcgrTropDis  
2008；2：e213  

ち才フi謀甜‾  一■■l■■●●■●■●－－■●■－■■t■l■■■■●－－－■■■■■－－－－－－－－－－－－－，■■■－－－－－－－－－－－－－－－－■■■■■●  

80299に同じ   PLoS Pathogens 
2008：4：elOOOO47  
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第82回 日本感染  
症学会総会 099  
2008年4月17－18日  

Pediatr Transplant 
2008：12：95－98  

細菌感染  80299に同じ  

80299に同じ  異型クロイツ  
フェルトヤコ  
ブ病  

手足口病  80299に同じ  
WHO2008年5月1 日  

パキスタンにおけるトリインフルエンザの状況（update2）：  

血清学的検査で更に2例のH5Nl症例が確定され、パキス  
タンPeshawarでの家族クラスターに関する最終的なH5Nl  

感染検査結果が得られた。これらの検査結果は2007年12  
月の調査結果から得られた疫学的知見を支持するもので  
あり、限定的なヒトヒト感染が発生したが、共同体には拡  
大しなかったことが示された。  

WHO2008年4月3 日  
烏インフルエン  
ザ  

2007年12月にトリインフルエンザにより死亡した24歳の中  

国人男性は、52歳の父親に直接ウイルスを感染させた  
（ヒトヒト感染）と、2008年4月7日に医師が報告した。中  
国当局は息子から父親に感染したと考えていると発表し  
ていたが、遺伝子配列や他の検査から裏付けられた。  

鳥インフル工ン ザ  ProMED－  

mai120080408．1292  

2007年12月に高病原性トリインフルエンザA（H5Nl）ウイル  
スに感染した2名の家族クラスターが中国Jiangsu省で同  
定され、調査の結果、息子から父親への限定的なヒトヒ  
ト感染と考えられるとの記事が2008年4月にbncetに掲載  
された。両症例から分離されたH5Nlウイルスは1つの非  
同義のヌクレオチド置換以外は遺伝子的に同一であっ  
た。   

鳥インフルエン ザ  Medical News 
Today2008年4月8  

日  
Lancet2008；371：  

1427－1434  

葡葡薗葡旅 抽出物  

マウス腹水  ムロモナブ  
ーCD3   
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